
1993年出上の木簡

奈
良
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１
　
所
在
地
　
　
　
奈
良
県
橿
原
市
高
殿
町

・
四
分
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
　

一
九
九
三
年

（平
５
）
四
月
―
八
月

一
一　
一
九
九
二
年
八
月
ｉ

一
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
飛
鳥
藤
原
宮
跡
発
掘
調
査
部

４
　
調
査
担
当
者
　
代
表
　
牛
川
喜
幸

５
　
遺
跡
の
種
類
　
官
殿

。
官
行
跡

６
　
迫退
跡
の
年
代
　
七
世
紀
末
ｉ
八
世
紀
初
頭

７
　
遺
跡
及
び
木
筒
出
土
遺
構
の
概
要

一　
東
方
官
衛
地
区
の
調
査

（第
七
一
次
調
査
）

本
調
査
は
、　
一
九
八
七
年
度
か
ら
大
極
殿

・
内
裏
外
郭
の
東
方
で
継
続
的
に

実
施
し
て
き
た
東
方
官
衛
地
区
を
対
象
と
す
る
調
査
の
一
環
で
あ
る
。
従
来
の

調
査
で
は
内
裏
外
郭
の
東
辺
に
少
な
く
と
も
三
つ
の
官
行

（掘
立
柱
塀
で
周
囲
を

画
さ
れ
た
東
西
約
六
六
ｍ
、
南
北
約
七
二
ｍ
の
方
形
を
呈
す
る
区
画
）
が
南
北
に
配
置

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
た
。
今
回
は
、
第
五
八
次
調
査
区
の

東
、
第
六
七
次
調
査
区
の
南
に
接
し
、
三
つ
の
官
衛
区
画
の
う
ち
南
端
の
官
行

と
そ
の
北
の
官
衛
と
の
間
で
、
両
官
衛
区
画
の
北
辺
と
南
辺
に
あ
た
る
位
置
を

調
査
し
た
。
調
査
面
積
は

一
一
〇
〇
だ
で
あ
る
。

検
出
し
た
遺
構
は
、
古
墳
時
代
、
七
世
紀
中
頃
ｉ
藤
原
宮
直
前
期
、
藤
原
宮

期
の
三
時
期
に
大
別
さ
れ
、
こ
の
う
ち
藤
原
官
期
の
遺
構
は
さ
ら
に
二
時
期
に

分
け
ら
れ
る
。
七
世
紀
中
頃
ぞ
藤
原
官
直
前
期
の
遺
構
に
は
、
掘
立
柱
建
物

一

〇
棟
、
溝
三
条
な
ど
が
あ
り
、
ま
た
藤
原
官
期
の
遺
構
に
は
掘
立
柱
建
物

一
棟
、

掘
立
柱
塀
四
条
、
溝
三
条
、
石
敷

一
面
と
二
つ
の
官
行
の
間
を
東
西
に
走
る
官

内
道
路
な
ど
が
あ
る
。

木
簡
は
、
七
世
紀
中
頃
ぞ
藤
原
官
直
前
期
に
属
す
る
素
掘
り
の
東
西
溝
ｓ
Ｄ

六
六

一
六
か
ら
三
点
が
出
土
し
た
。
Ｓ
Ｄ
六
六

一
六
は
、
第
五
八
次
調
査
区
か

ら
続
く
幅
五
Ｏ

ｃｍ
、
深
さ
二
〇
伽
の
溝
で
、
調
査
区
内
中
央
で
南
に
折
れ
曲
が

る
。
こ
の
溝
は
第
五
八
次
調
査
区
内
で
は
掘
立
柱
塀
Ｓ
Ａ
六
六
四
五
の
南
雨
落

溝
に
あ
た
っ
た
が
、
今
回
は
南
端
の
官
行
の
北
を
画
す
る
掘
立
柱
塀
に
よ
っ
て

破
壊
さ
れ
て
い
た
た
め
こ
の
塀
を
検
出
で
き
な
か
っ
た
。

一
一　
西
方
官
衛
地
区
の
調
査

（第
七
二
次
調
査
）

本
調
査
は
、
藤
原
官
の
西
南
隅
に
あ
た
る
地
域
で
継
続
し
て
行
な
わ
れ
て
き

た
市
営
住
宅
の
建
て
替
え
工
事
に
伴
う
も
の
で
、
第
三
次
調
査
区
の
南
、
第
二

六

・
六
〇
十

一
五
両
次
調
査
区
の
東
、
第
六
九
次
調
査
区
の
西
北
に
位
置
す
る
。

周
辺
の
調
査
で
は
、
藤
原
宮
期
の
小
規
模
な
掘
立
柱
建
物

・
塀
や
そ
れ
に
先
行

す
る
時
期
の
条
坊
遺
構

・
掘
立
柱
建
物
な
ど
と
と
も
に
、
下
層
で
弥
生
時
代
の

竪
穴
住
居

・
土
坑

・
溝

・
柱
穴
な
ど
を
検
出
し
て
い
る
。
今
回
も
藤
原
官
期
の

遺
構
と
と
も
に
下
層
の
弥
生
時
代
の
遺
構
に
つ
い
て
も
調
査
を
行
な
い
、
調
査

面
積
は
、
上
唐
が

一
〇
三
〇
だ
、
下
層
が

一
六
四
ピ
と
な
っ
た
。

検
出
し
た
上
層
遺
構
は
、
藤
原
宮
期
直
前
と
藤
原
官
期
と
に
大
別
さ
れ
、
前



者
で
は
西
二
坊
坊
間
路
と
そ
の
東
側
溝
、
掘
立
柱
建
物

一
棟
、
井
戸

一
基
な
ど

を
検
出
し
、
後
者
に
は
掘
立
柱
建
物
三
棟
が
あ
る
。

藤
原
宮
期
直
前
に
属
す
る
井
戸
Ｓ
Ｅ
八
〇
六

一
の
井
戸
枠
の
側
板
に
墨
書
が

存
在
し
た
。
Ｓ
Ｅ
八
〇
六

一
は
調
査
区
の
北
辺
で
検
出
し
た
井
戸
で
、
掘
形
は

東
西
四

・
五
ｍ
、
南
北
四
ｍ
、
深
さ
三

。
二
ｍ
の
大
き
さ
で
、
井
戸
枠
下
段
が

良
好
な
状
態
で
遺
存
し
て
い
た
。
井
戸
枠
は
、
長
さ
二
三
六
ｉ
二
四
〇

ｃｍ
、
幅

五
五
ｉ
六
三

釦
、
厚
さ
四
を
四

・
五
枷
の
板
四
枚
を
立
て
、
内
側
に
上
下
三
段

に
横
桟
を
ほ
ぞ
留
め
し
、
外
側
も
二
段
に
藤
蔓
で
縛

っ
て
固
定
す
る
構
造
で
あ

る
。
墨
書
は
北
辺
の
側
板
の
外
側
中
央
寄
り
に
書
か
れ
て
い
た
。
井
戸
か
ら
は

完
形
品
を
主
体
と
し
た
多
量
の
上
器
と
櫛

・
槌
な
ど
の
木
製
品
や
瓢
箪
、
イ
タ

チ

・
カ
エ
ル
の
骨
な
ど
が
出
上
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

一　
東
方
官
行
地
区
の
調
査

（第
七
一
次
）

東
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溝
Ｓ
Ｄ
六
六
一
六
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表
裏
と
も
に
腐
食
が
著
し
く
進
ん
で
い
る
が
、
表
冒
頭
の
一
文
字
は

「召
」

と
明
確
に
判
読
で
き
、
ま
た
そ
れ
に
続
け
て
双
行
割
書
の
形
式
で
や
や
小
さ
い

文
字
が
書
か
れ
て
い
る
。

従

っ
て
こ
れ
は
召
文
で
、

「召
」
の
下
に
書
か
れ
た

双
行
割
書
部
分
に

「召
」
の
対
象
と
な
る
人
々
の
人
名
が
列
記
さ
れ
て
い
た
と

思
わ
れ
る
。
ま
た
裏
の
下
半
部
に
は
多
数
の
文
字
が
書
か
れ
て
い
る
が
、
腐
蝕

と
重
ね
書
き
の
た
め
に
判
読
で
き
な
い
。

他
の
木
簡
二
点
も
ω
と
同
様
に
腐
蝕
が
進
ん
で
お
り
、
判
読
で
き
な
い
が
、

う
ち

一
点
は
荷
札
あ
る
い
は
付
札
の
形
状

（長
さ
〓
〓

剛
幅
三
九
剛
厚
さ
三
剛
、

〇
二
九
型
式
）
を
呈
し
て
い
る
。

一
一　
西
方
官
衝
地
区
の
調
査

（第
七
二
次
）

井
戸
Ｓ
Ｅ
八
〇
六
一

①

　

「
□
信
　
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
］∞ω父
ω∞受
Ｓ

寓
ド

９
　
関
係
文
献

奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所

『
飛
鳥

・
藤
原
官
発
掘
調
査
概
報
』
二
四

（
一
九

九
四
年
）

（橋
本
義
則
）

(1)

¬   ¬
召

|~|~|



1993年出土の木簡

□
□
国
日
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□
□

」I  H ‖ H  ‖ H  ‖ H  ‖  II  ‖ iI IL

匠

匠

Ｅ

Ｅ

圧

匠

匠

□
□
□
□
□
□
□
□区

□
□
□
□
□
□
□
□

国
□
□
□
□
□
□
□

□
□
□
□
□
□
□
□

コ

一ヨ

コ

コ

コ

コ

一ヨ

コ

□
□

コ

ヨ
□□
□□
| 1同

亀 1'

●
４

地点略図

¬同 日 日 口 日 日 日
藤原宮・京跡木簡出土

木

簡

研

究

第
一
留

巻
頭
言
―
―
本
衡
学
会
の
十
年
十
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
原
　
秀
三
郎

一
九
八
七
年
出
上
の
木
簡

概
要
　
平
城
宮

・
京
跡
　
興
福
寺
勅
使
坊
門
跡
下
層
　
藤
原
宮
跡
　
藤
原
京
跡

藤
原
京
左
京
九
条
三
坊
　
紀
寺
跡
　
長
岡
宮
跡
　
長
岡
宮

・
京
跡
　
鳥
羽
離
官

跡
　
千
代
川
遺
跡
　
矢
谷
遺
跡
　
大
坂
城
跡
①
　
大
坂
城
跡
②
　
梶
原
南
遺
跡

宅
原
遺
跡

（豊
浦
地
区
）

長
田
神
社
境
内
遺
跡
　
書
写
坂
本
城
跡
　
砂
入
遺

跡
　
杉
垣
内
遺
跡
　
清
洲
城
下
町
遺
跡
　
岩
倉
城
遺
跡
　
勝
川
遺
跡
　
苅
安
賀

遺
跡
　
山
中
遺
跡
　
小
町

一
丁
目

一
〇
七
番
地
点
遺
跡
　
宮
町
遺
跡
　
川
田
川

原
田
遺
跡
　
光
相
寺
遺
跡
　
妙
楽
寺
遺
跡
　
釜
測
遺
跡
　
南
古
舘
遺
跡
　
大
楯

遺
跡
　
手
取
清
水
遺
跡
　
角
谷
遺
跡
　
横
江
荘
遺
跡
　
白
外
遺
跡
　
草
戸
千
軒

町
遺
跡
　
延
行
条
里
遺
跡
　
長
門
国
分
寺
跡
　
安
養
寺
遺
跡
　
金
光
寺
跡
推
定

地
　
博
多
遺
跡
群

（築
港
線
関
係
第
三
次
調
査
）

吉
野
ケ
里
遺
跡
群
　
本
告

牟
田
遺
跡

一
九
七
七
年
以
前
出
上
の
木
簡

（
一
〇
）

平
城
官
跡

（第
四
四
次
）

中
世
木
簡
の
一
形
態
―
―
山
札
・
茅
札
に
つ
い
て
の
覚
書
―
―
　
　
　
　
石

井
　
進

雲
夢
睡
虎
地
秦
墓
竹
簡

「
日
書
」
よ
り
見
た
法
と
習
俗
　
　
　
　
　
工

藤

元

男

木
簡
の
銀
存
処
理
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
沢

田

正

昭

彙
報
『
木
簡
研
究
』
六
１

一
〇
号
総
目
次

研
究
集
会
報
告

一
覧

木
簡
出
土
遺
跡
報
告
書
等
目
録
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺

崎

保

広

木
簡
出
土
遺
跡

一
覧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺

崎

保

広

頒
価
　
一一一八
〇
〇
円
　
〒
五
〇
〇
円




